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（論文内容の要旨） 
 19世紀末から20世紀初頭にかけて活躍したフランスの哲学者、アンリ・ベルクソンの思想は「持続」
という概念によって知られている。絶えず変化しながら連続する流れを意味するこの概念によって、彼
は主体や主体と客体の関係を定義した。そして、常に流動する音はベルクソンにとって持続の格好のモ
デルであった。彼は持続を繰り返し「メロディー」に喩えている。また主体と客体の関係を「リズム」
の違いによって説明している。さらに、対象を静止したものとしてとらえる視覚よりも、聴覚に訴えた
方が持続を容易にとらえられると述べている。ミリッチ・チャペックはこれらの議論をふまえて、ベル
クソン哲学が「聴覚モデル」にもとづいていると表現した。本論文の主旨はこのようなベルクソン哲学
における主体のあり方を「聴覚的主体」として理解することである。 
 本論文は二部からなる。第一部「聴覚的主体論の概要」は二つの章からなり、ベルクソン哲学の聴覚
モデルをより深く理解することを課題とする。第二部「聴覚的主体論の展開」は三つの章からなり、第
一部で考察したベルクソンの聴覚モデルにもとづく身体論を多様な論点と結びつけて展開する。 
 第一章「ベルクソン哲学における聴覚モデルと聴覚の多様性」は、まずベルクソンのテクストに明確
にみとめられる聴覚モデルを四つにまとめる。持続のモデルとしてのメロディー、主体と客体の関係の
モデルとしてのリズム、哲学的方法のモデルとしての聞くこと、実践的方法のモデルとしての呼びかけ
の四つである。次に、これらのモデルをベルクソンと同時代の他の聴覚論と比較する。第一章後半では、
20世紀に大きな影響力を持ったマーシャル・マクルーハンらの聴覚論を参照する。彼らの理論にはベル
クソンの聴覚モデルと多くの共通点がある。そのため、彼の聴覚モデルについての理解を深めるために
役立つと考えられる。 
 第二章「身体を通過する音：ベルクソンのイマージュ論と聴覚モデル」は、第一章で考察したマクル
ーハンらの聴覚論を手がかりに、ベルクソンが明確に言及していない聴覚モデルを彼の身体論に探す。
マクルーハンらは音が身体を通過し、身体が音の通路になることを強調していた。そして、ベルクソン
もまた身体を感覚的質の通路として論じている。ただし、彼の身体論を理解するには、彼の独特な主体
と客体の「時間的区別」を前提としなければならない。そこで、『物質と記憶』（1896）の体系的な読解
を通じて、ベルクソン身体論が聴覚モデルとどのように結びつくのかを検討していく。身体を通過する
音という聴覚モデルは、他のモデルを含む包括的なモデルとみなすことができる。 
 第三章以降は音と身体の関係をモデルとするベルクソン身体論をさまざまな論点と関係づけて展開す
る。まず、第三章「創造と技術：ベルクソン哲学にもとづく芸術制作論」は、彼の身体論を芸術論に応
用することを試みる。ベルクソンは芸術制作には創造と技術という二側面があると述べている。この二
側面は音と身体の関係に対応しているのではないか。ベルクソンは芸術家が使う技術について具体的な
  
議論を行っていないが、身体および身体の延長についての彼の議論を参照し、芸術制作論に肉付けをす
ることができるだろう。 
 第四章「ベルクソン哲学におけるメディア・テクノロジー受容」は、彼が同時代のメディアにどのよ
うに言及したのかを検討する。彼が生きた19世紀後半から20世紀前半は多くの新しいメディアが発明さ
れた時期だった。彼はメディアそのものについて論じることはなかったが、同時代のメディアを主体の
あり方のモデルとして参照している。電信、電話、ラジオという通信メディアをモデルに説明されてい
るのが、通路としての身体のあり方である。本節ではこのようなベルクソンのメディア受容をジークム
ント・フロイトらの受容と対比する。 
 第五章「麻痺とショック：ベルクソンとフロイト－ベンヤミンの近代文化論」は、ベルクソン身体論
の延長にある麻痺論を取り上げる。ヴァルター・ベンヤミンは「ボードレールにおけるいくつかのモチ
ーフについて」（1939）で、記憶を失って自動装置のようになってしまった人間を論じている。このなか
で、彼はベルクソンが記憶を重視し、自動装置のような人間のあり方にも言及していることを指摘した。
しかし、ベルクソンが自動装置の状態から主観的努力によって回復できると考え、外部からの文化的影
響を考慮しなかったことを批判した。ベンヤミンが参照したのはフロイトの戦争神経症論である。彼は
この理論を近代文化一般に応用し、恒常的ショックによって人間が自動装置の状態を強いられると説明
した。ベンヤミンの考察に対して、私はベルクソンの麻痺論で近代文化が人間を自動装置に変えるプロ
セスが論じられていると考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 思想の基本構造を決定するものの一つにモデルがある。モデルとは、一つの対象領域を構造化するた
めに、別の領域から転用された思考形式のことである。特に思想家自身が意識していないモデルを解明
することは、その思想を根底において規定している思考形式を掘り起こすことになる。なぜなら、深い
レベルにあるほど、意識されない傾向があるからである。思想研究におけるそのようなモデル解明の成
功例として、プラトンにおけるテクネー(技術)モデル、カントにおける法廷モデルを挙げることができ
る。ベルクソンについてこのモデル解明を試みたのが金子論文である。明るみに出されるモデルは聴覚
モデル、このモデルによって記述、説明される対象は身体である。 
 ベルクソンにおける聴覚モデルを研究したものとしては、すでにチャペックの先例がある。チャペッ
クは、持続のモデルとしてのメロディー、主体と客体の関係のモデルとしてのリズム、哲学的方法のモ
デルとしての聞くこと、実践的方法のモデルとしての呼びかけの四つを挙げている。金子はこの聴覚モ
デルのさらなる含意を展開するために、マクルーハンの聴覚論を参照する。マクルーハンは、音が身体
を通過するという仕方で聴覚を構造化する。金子はこの構造が音だけでなく感覚的質一般について認め
られることを、ベルクソンのテクストに即しつつ実証している。 
 したがってこの研究は、ベルクソンに聴覚モデルを見出すという、先行研究によって達成された成果
に、新たな知見を付け加えるものである。その意義は、単にこれまでにない聴覚モデルの含意の一つを
展開したという量的なものにとどまるものはない。チャペックの議論は、聴覚の日常的イメージをベル
クソンに見出すものであるから、比較的気付きやすいモデルを発見する作業であるのに対して、マクル
ーハンの聴覚論をベルクソン思想解明のモデルと認定する金子の作業は、マクルーハンの聴覚論自体が
聴覚についての日常的イメージでなく、鋭敏な洞察力によって発見された独得の聴覚構造であるだけに、
そのモデルがベルクソン思想に潜在することを見抜くことはいっそう困難であるからである。したがっ
て金子の洞察は量の観点からだけでなく、質の観点から見ても、高く評価すべき学問的貢献である。 
 さらに金子は、身体への聴覚モデルの適用から芸術制作､麻痺などにとっての帰結を引き出すことを試
みている。これらのものは、聴覚モデルから照射されることによって、従来は見せなかった位相を提示
  
することが判明する。 
 以上のオリジナリティに加え、論述は論理的に統制され、言語表現は十分コントロールされている。
これら学術論文評価の中心的観点について高く評価される論文であるから、筆者は博士の学位に十分値
するものと判断しうる。 
 
